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(57)【要約】
ロッド状要素、特にシガレットを縦方向の整列コンベア
（１１）上で、コンベアの移動方向に沿って配置するた
めのシステムであって、適切に配置されていないロッド
状要素（６）のための容器（５）と、供給コンベア（１
）と、シュート（８）と、前記整列コンベア（１１）と
を備え、前記容器（５）から供給された前記ロッド状要
素（６）は前記供給コンベア（１）によって前記シュー
ト（８）に移送され、前記ロッド状要素（６）は前記供
給コンベア（１）上で移動方向に対して横方向に配置さ
れ、前記シュート（８）の底部は水平方向に対して角度
（α）をなして下向きに傾斜しており、縦方向の溝をも
つ前記整列コンベア（１１）の入口端部は前記シュート
（８）の出口端部（８Ｃ）の下流に位置しており、前記
整列コンベア（１１）は水平方向に対して角度（β）を
なして上向きに傾斜しており、前記ロッド状要素（６）
を前記シュート（８）の出口端部（８Ｃ）から前記整列
コンベア（１１）の上方に向かって、前記ロッド状要素
（６）を前記シュート（８）から各溝に沿って延びる前
記整列コンベア（１１）の溝（９）の中へと通すことが
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロッド状要素、特にシガレットを、縦方向の整列コンベア（１１）上で、コンベアの移
動方向に沿って配置するためのシステムであって、
　適切に配置されていないロッド状要素（６）のための容器（５）と、
　供給コンベア（１）と、
　シュート（８）と、
　前記整列コンベア（１１）と、
を備え、
　前記容器（５）から供給された前記ロッド状要素（６）は前記供給コンベア（１）によ
って前記シュート（８）に移送され、
　前記ロッド状要素（６）は前記供給コンベア（１）上で移動方向に対して横方向に配置
され、
　前記シュート（８）の底部は水平方向に対して角度（α）をなして下向きに傾斜してお
り、
　縦方向の溝をもつ前記整列コンベア（１１）の入口端部は前記シュート（８）の出口端
部（８Ｃ）の下流に位置しており、
　前記整列コンベア（１１）は、水平方向に対して角度（β）をなして上向きに傾斜して
いるとともに、前記ロッド状要素（６）を前記シュート（８）の出口端部（８Ｃ）から前
記整列コンベア（１１）の上方に向かって、前記ロッド状要素（６）を前記シュート（８
）から前記整列コンベア（１１）の溝（９）の中へと該溝に沿って入れることができる速
度で運搬することを特徴とする、システム。
【請求項２】
　前記供給コンベア（１）は、ベルトの外面に取り付けられた横方向の回収用スラット（
２）を備えたベルトコンベアであることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記シュート（８）内の前記ロッド状要素（６）の移動方向（Ｂ）は、上方から見て、
前記供給コンベア（１）上の前記ロッド状要素（６）の向きに対してほぼ平行であること
を特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　中間シュート部材（８′）が、前記シュート（８）と前記整列コンベア（１１）との間
に設けられており、前記中間シュート部材（８′）の出口にある前記ロッド状要素（６）
の移動方向（Ｃ）は、上方から見て、前記整列コンベア（１１）上の前記ロッド状要素（
６）の向きに対してほぼ平行であることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記シュート（８）の底部は、前記整列コンベア（１１）の傾斜の方向に対して、６０
°から１５０°の範囲、好適には７５°から１１０°の範囲、最も好適には８５°から９
５°の範囲の角度（γ）をなして配置されていることを特徴とする、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項６】
　前記シュート（８）の底部は、水平方向に対して、１５°から６０°の範囲、好適には
３０°から５０°の範囲、最も好適には４５°から５０°の範囲の角度（α）をなして配
置されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項７】
　前記整列コンベア（１１）はベルトコンベアであって、
　該整列コンベア（１１）のベルト（１２）の上面は多溝面として形成されており、又は
、前記整列コンベア（１１）は複数のベルトを含んでおり、該複数のベルトの作用面はそ
れぞれ逆Ｖ字型の形状であることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記整列コンベア（１１）は、水平方向に対して、１５°から６０°の範囲、好適には
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３０°から５０°の範囲、最も好適には４０°から４５°の範囲の角度（β）をなして配
置されていることを特徴とする、請求項１又は５に記載のシステム。
【請求項９】
　前記整列コンベア（１１）のベルトは、０．ｌｍ／ｓからｌｍ／ｓの範囲、好適には０
．３ｍ／ｓから０．８ｍ／ｓの範囲、最も好適には０．７ｍ／ｓの速度で移動可能である
ことを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記整列コンベア（１１）のベルトの移動速度は、その傾斜角度（β）に応じて調整さ
れることを特徴とする、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　廃棄シガレットのフィルタ部分をたばこ部分から分離させることで、廃棄シガレットか
らたばこを回収するためのシステムであって、
　たばこ部分の紙ラッパーを縦方向に切断するためのアセンブリ（４２）と、
　たばこを紙ラッパーから取り除くためのアセンブリと、
を備え、
　ラッパーを縦方向に切断するための前記アセンブリ（４２）の上流において、請求項１
～１０のいずれか一項に記載のロッド状要素を配置するためのシステムを備え、
　前記ロッド状要素を配置するためのシステムの下流において、前記ロッド状要素を配置
するためのシステムによって搬送されたシガレットを受けるための中間ホッパー（１７）
が配置されており、
　溝付き外周面（２０）を有する移送筒（２１）が、シガレットを移送するために、前記
ホッパー（１７）の下に設けられており、
　前記たばこを回収するためのシステムは、
　前記移送筒の前記溝付き外周面（２０）の溝（２２）の中のシガレットをシフトさせる
ことで、該シガレットのフィルタ部分の境界線を前記移送筒（２１）の周りの共通の周線
上に位置させるための運転制御手段と、
　前記移送筒（２１）の前記溝（２２）の中に配置されたシガレット（６）のたばこ部分
（６Ａ）をフィルタ部分（６Ｂ）から分離させる手段（３５）と、
をさらに備えることを特徴とする、システム。
【請求項１２】
　前記運転制御手段は、
　前記移送筒の前記溝付き外周面（２０）上の、互いに連続するシガレットのそれぞれの
側面及び／又は少なくとも一方の端面を走査するための走査ヘッド（２４）と、
　前記溝（２２）に沿って前記シガレット（６）をシフトする加圧エアノズル（３０、３
１）と、
備えることを特徴とする、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記シガレット（６）のたばこ部分を分離させる手段（３５）は、前記移送筒（２１）
付近に配置された、前記たばこ部分（６Ａ）を前記フィルタ部分（６Ｂ）から切り離すた
めのディスクナイフによって形成されることを特徴とする、請求項１１に記載のシステム
。
【請求項１４】
　前記整列コンベア（１１）の上部領域（１３）において、前記中間ホッパー（１７）と
前記移送筒（２１）との間に整列アセンブリ（１４）が設けられており、前記整列アセン
ブリ（１４）は、前記溝（２２）に対して横方向に、相互に往復移動可能なロッド（１５
）を備えることを特徴とする、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１５】
　分離されたたばこ部分を加圧空気により前記アセンブリ（４２）に供給するための手段
（３９、４０）を備えることを特徴とする、請求項１１に記載のシステム。
【請求項１６】
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　ロッド状要素、特にシガレットを、縦方向の整列コンベア上に、該コンベアに沿った移
動方向に対して平行に、配置するための方法であって、
　適切に配置されていないロッド状要素（６）を、供給コンベア（１）に供給するステッ
プであって、前記ロッド状要素（６）が前記供給コンベア（１）上に前記移動方向に対し
て横方向に配置される、ステップと、
　その後、前記ロッド状要素（６）を、前記コンベア（１）に沿って供給されるときの前
記ロッド状要素の軸の方向に対して平行に、前記供給コンベア（１）からシュート（８）
を通って下方に向かって、縦方向の溝をもつ整列コンベア（１１）へと移送するステップ
と、
を含み、
　前記シュート（８）の底部は水平方向に対して角度（α）をなして下向きに傾斜してお
り、
　前記整列コンベア（１１）によって前記ロッド状要素（６）は上方に向かって移送され
、
　移送の方向（Ｃ）は、前記ロッド状要素（６）の軸に対して平行であるとともに、水平
方向に対して角度（β）をなして傾斜しており、
　前記ロッド状要素（６）を前記整列コンベア（１１）に供給する速度は、前記シュート
（８）からの前記ロッド状要素（６）が、前記整列コンベア（１１）の溝（９）の中へ、
該溝に沿って配向された状態で、入ることを可能にするように調整されている、方法。
【請求項１７】
　前記ロッド状要素（６）を前記整列コンベア（１１）に供給する速度は、前記コンベア
（１１）のベルトの移動速度及び／又はその傾斜の角度（β）に応じて調整されることを
特徴とする、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ロッド状要素を配置するための方法及びシステムに関する。ロッド状要素は
、特に規格外のシガレット又は欠陥があるシガレットを構成し得る。
【０００２】
　本発明は、さらに廃棄シガレットからたばこを回収するためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　廃棄たばこを配置することは、その中からたばこを回収するために、それらを開く前の
有用な作業となり得る。
【０００４】
　ロッド状要素を配置するためのさまざまな装置が、当該技術分野において知られている
。
【０００５】
　特許文献１（米国特許第５０００１９６号明細書）は、例えば、シガレットの機械によ
り不合格品とされたシガレットが配置の工程を経る、たばこを回収するための方法及び装
置が開示している。シガレットは回転可能な振動フィーダ内に投入され、配置された状態
で、チャネルを通って出ていき、その後運搬装置へと進み、切削エッジを備えたシリンダ
にて切断される。シガレットは、切り開かれると、線上の振動フィーダへと移送され、ば
らたばこは専用の出口を通って落下し、巻き紙は他の開口部を介して回収される。
【０００６】
　特許文献２（米国特許第３６６５９３１号明細書）に係る装置では、シガレットが、フ
ィーダから回収用スラットを有するコンベアによって回収され、該コンベアから溝付きの
摺動台に落下する。このトレイの上で、シガレットは、さまざまな高さの縁を有する溝に
沿って配置され、互いの軸を平行にして移送される。
【０００７】
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　特許文献３（米国特許第５０７６２９１号明細書）は、シガレットが回転可能な振動フ
ィーダ内に投入され、そこから１本ずつシュートを介してドラムに移送され、さらにベル
トコンベアによって別のドラムに進められ、そこで溝の中の該シガレット配置が感知され
、該シガレットがシフトされ、フィルタが切り離される装置を開示している。特許文献３
に係る装置は、規則的に配置されていない、すなわちフィルタ部分向きが統一されていな
い、個々の欠陥あるシガレットを切り開くことを可能にする。
【０００８】
　特許文献４（米国特許第３４０４６８８号明細書）は、製造工程において不良品とされ
たシガレットの要素を切り開く装置を開示し、該要素はダブルフィルタ部分と２つのたば
こ部分とを含む、いわゆる「ダブルシガレット」である。シガレットは、ドラムにより移
送され、ディスクナイフにより切り開かれる。特許文献５（独国特許第１１０６２２７号
明細書）は、シガレットのたばこ部分をフィルタ部分から切り離すための装置を示し、該
デバイスはシガレット部分を切断するのに使用されるディスクナイフの位置に応じて、フ
ィルタが一方向に配向された、シガレットの規則的な配置を必要とする。
【０００９】
　上記の文献は、シガレットを配置し、たばこを回収するための、低効率の装置を開示す
る。振動フィーダを使用する装置が最も効率が悪い。特許文献２に示す装置は、比較的高
効率ではあるが、シガレットの縦方向の配置について１００％の保証はない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第５０００１９６号明細書
【特許文献２】米国特許第３６６５９３１号明細書
【特許文献３】米国特許第５０７６２９１号明細書
【特許文献４】米国特許第３４０４６８８号明細書
【特許文献５】独国特許第１１０６２２７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、シガレット製造工程のさまざまな段階において、製造され、適切に配
置されていない廃棄要素を、全ての要素が実質的に互いに平行であって、一方向を向くよ
うに、配置するための、改良された方法及びシステムを提供することである。
【００１２】
　本発明のもう一つの目的は、廃棄シガレットからたばこを回収するためのシステムを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の発明者は、特別に選択したフィーダとコンベアとの組み合わせにより移送され
、それぞれ適切に調整された速度で移動する要素が「自動的に」整列コンベアの溝の中に
落下し、該コンベアに沿った移動方向に対して平行に配向されることを、思いがけず発見
した。
【００１４】
　本発明の第一態様に係る、ロッド状要素、特にシガレットを縦方向の整列コンベア上で
、コンベアの移動方向に沿って配置するためのシステムは、適切に配置されていない（un
ordered）ロッド状要素のための容器と、供給コンベアと、シュート（shute）と、前記整
列コンベアとを備え、前記容器から供給された前記ロッド状要素が供給コンベアによって
前記シュートに移送され、前記ロッド状要素は供給コンベア上で移動方向に対して横方向
に配置され、前記シュートの底部は水平方向に対して角度αをなして下向きに傾斜してお
り、縦方向の溝をもつ前記整列コンベアの入口端部はシュートの出口端部の下流に位置し
、整列コンベアは水平方向に対して角度βをなして上向きに傾斜しており、前記ロッド状
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要素を前記シュートの出口端部から前記整列コンベアの上方に向かって、前記ロッド状要
素を前記シュートから各溝に沿って延びる前記整列コンベアの溝の中へと通すことができ
る速度で運搬することを特徴とする。
【００１５】
　好適には、前記供給コンベアは、ベルトの外面に取り付けられた横方向の回収用スラッ
ト（slat）を備えたベルトコンベアである。
【００１６】
　前記シュート内の前記ロッド状要素の移動方向は、上方から見て、好適には、前記供給
コンベア上の前記ロッド状要素の向きに対してほぼ平行である。
【００１７】
　中間シュート部材を、前記シュートと前記整列コンベアとの間に設けることができ、前
記中間シュート部材の出口にある前記ロッド状要素の移動方向は、上方から見て、前記整
列コンベア上の前記ロッド状要素の向きに対してほぼ平行である。
【００１８】
　好適には、前記シュートの底部は、前記整列コンベアの傾斜の方向に対して、６０°か
ら１５０°の範囲、好適には７５°から１１０°の範囲、最も好適には８５°から９５°
の範囲の角度γをなして配置されている。
【００１９】
　また、好適には、前記シュートの底部は、水平方向に対して、１５°から６０°の範囲
、好適には３０°から５０°の範囲、最も好適には４５°から５０°の範囲の角度αをな
して配置されている。
【００２０】
　好適な実施形態において、前記整列コンベアはベルトコンベアであって、ベルトの上面
は多溝面として形成され、任意で、整列コンベアは複数のベルトを含んでよく、その作用
面は逆Ｖ字型の形状である。
【００２１】
　好適には、前記整列コンベアは、水平方向に対して、１５°から６０°の範囲、好適に
は３０°から５０°の範囲、最も好適には４０°から４５°の範囲の角度βをなして配置
されている。
【００２２】
　また、好適には、前記整列コンベアのベルトは、０．ｌｍ／ｓからｌｍ／ｓの範囲、好
適には０．３ｍ／ｓから０．８ｍ／ｓの範囲、最も好適には０．７ｍ／ｓの速度で移動可
能である。
【００２３】
　前記整列コンベアのベルトの移動速度は、その傾斜角度βに応じて調整することができ
る。
【００２４】
　本発明の第二態様に係る、廃棄シガレットのフィルタ部分をたばこ部分から分離させる
ことで、廃棄シガレットからたばこを回収するためのシステムは、たばこ部分の紙ラッパ
ーを縦方向に切断するためのアセンブリと、たばこを紙ラッパーから取り除くためのアセ
ンブリとを備え、ラッパーを縦方向に切断するための前記アセンブリの上流において、本
発明の第一態様に係るロッド状要素を配置するためのシステムを備え、該システムの下流
において、ロッド状要素を配置するための前記システムによって搬送されたシガレットを
受けるために中間ホッパーが配置されており、溝付き外周面を有する移送筒がシガレット
を移送するための前記ホッパーの下に設けられており、前記システムは前記移送筒表面の
前記溝の中のシガレットをシフトさせることで、該シガレットのフィルタ部分の境界線を
前記移送筒の周りの共通の周線上に位置させるための運転制御手段をさらに備え、前記シ
ステムは、前記移送筒の前記溝の中に配置されたシガレットのたばこ部分をフィルタ部分
から分離させる手段をさらに備えることを特徴とする。
【００２５】
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　好適には、前記運転制御手段は、前記移送筒表面上の各連続するシガレットの側面及び
／又は少なくとも１つの端面を走査するための走査ヘッドと、前記溝に沿って前記シガレ
ットをシフトする加圧エアノズルと、を含む。
【００２６】
　前記シガレットのたばこ部分を分離させる手段は、好適には、前記移送筒付近に配置さ
れた、前記たばこ部分を前記フィルタ部分から切り離すためのディスクナイフによって形
成される。
【００２７】
　好適には、前記整列コンベアの上部領域において、前記中間ホッパーと前記移送筒との
間に整列アセンブリが設けられており、前記整列アセンブリは、前記溝に対して横方向に
、相互に往復移動可能なロッドを備える。
【００２８】
　好適には、前記システムは、分離されたたばこ部分を加圧空気により前記アセンブリに
供給するための手段を備える。
【００２９】
　本発明の第三態様に係る、ロッド状要素、特にシガレットを、コンベアに沿った移動方
向に対して平行な、縦方向の整列コンベア上に配置するための方法は、適切に配置されて
いないロッド状要素を、前記ロッド状要素が前記移動方向に対して横方向に配置される供
給コンベアに供給するステップと、その後前記ロッド状要素を、前記コンベアに沿って供
給したときの前記ロッド状要素の軸の方向に対して平行に、前記供給コンベアからシュー
トを通って下方に向かって、縦方向の溝をもつ整列コンベアへと移送するステップとを含
み、前記シュートの底部は水平方向に対して角度αをなして下向きに傾斜しており、前記
整列コンベアによって前記ロッド状要素は上方に向かって移送され、移送の方向は前記ロ
ッド状要素の軸に対して平行であり、水平方向に対して角度βをなして傾斜しており、前
記ロッド状要素を前記整列コンベアに供給する速度は前記シュートからの前記ロッド状要
素が各溝に沿って配向された前記整列コンベアの溝の中に入ることを可能にするように調
整されていることを特徴とする。
【００３０】
好適には、前記ロッド状要素を前記整列コンベアに供給する速度は、前記コンベアのベル
トの移動速度及び／又はその傾斜の角度βに応じて調整される。
【００３１】
　本発明は、全てのロッド状要素が一方向に沿って配置されるように、廃棄ロッド状要素
の適切に配置されていない部分の、高速で、効果的な配置を可能にするシステム及び方法
を有利に提供する。また、本発明に係るロッド状要素を配置するためのシステムを使用す
る、規格外のシガレットからたばこを回収するための改良されたシステムを提供する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明に係る、ロッド状要素を配置するためのシステムの第一部分の模式的な側
面図である。
【図２】本発明に係る、ロッド状要素を配置するためのシステムの第二部分の模式的な側
面図である。
【図３】図３は、本発明に係る、ロッド状要素を配置するためのシステムの模式的な上面
図である。図３′は、中間部材を備えた、図３に示すシステムの他の態様である。
【図４】整列コンベアベルトの断面図である。
【図５】整列コンベアベルトの、他の実施形態の断面図である。
【図６】本発明に係る、たばこを回収するためのシステムの、模式的な側面図である。
【図７】移送筒が配置された、たばこを回収するためのシステムの一部の模式図である。
【図８】移送筒の外周面の展開させた模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
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　添付図面において、本発明の対象の例示的な実施形態を示す。
　図１から５は、コンベアに沿った移動方向に平行な、縦方向の整列コンベア上にロッド
状要素を配置するための、本発明に係るシステムを模式的に示し、前記要素は特にシガレ
ットである。
【００３４】
　前記システムは、図１に示す第１供給コンベア１を備える。供給コンベア１は、ベルト
３の外面に取り付けられた横断回収用スラット２を備えたベルトコンベアである。適切に
配置されていないシガレットは、供給コンベア１の下部領域４の上に配置された、出口を
有する容器５に配置される。
【００３５】
　供給コンベア１の上部領域７において、シガレットは重力により（矢印Ａの示す方向に
）落下する。落下するシガレット６を受けるために、前記上部領域７の下にシュート８が
配置されている（図１及び２参照）。上方から見て（図３参照）、シュート８の入口８Ａ
は、供給コンベア１の回収用スラット２に実質的に平行に配向されている。シュート８の
底部は、水平方向に対して下向きに傾斜している（図２参照）。
【００３６】
　上方から見て（図３参照）、矢印Ｂが示す、シュート底部８Ｂ上のシガレット６の移動
方向は、回収用スラット２同士の間の、供給コンベア１上のシガレットの配向に対して実
質的に平行である。シュート８の底部は、側壁付近に丸められた端部をもつ平底８Ｂであ
っても、丸められた底部であってもよい。シガレットを供給する方向Ｂ、すなわちシュー
ト８の中のシガレットの移動方向は、図３に示す一点鎖線８Ｄに対して平行である。
【００３７】
　シュート８の底部８Ｂは、水平方向に対して、好適には１５°から６０°の範囲、より
好適には３０°から５０°の範囲、最も好適には４５°の角度αをなして配置される。シ
ュート８の出口は、縦方向の整列コンベア１１の下部領域１０に配置されている。整列コ
ンベア１１は、多溝面として形成された上面（図４参照）を有するベルトコンベアである
か、又は複数の溝９によって構成される。変形例において、整列コンベア１１は複数のベ
ルト１１Ａによって構成し、その作用面は、溝を形成する逆Ｖ字型の形状とすることがで
きる。
【００３８】
　上方から見て、整列コンベア１１は、溝９が線８Ｄに対して平行に向けられるように配
置されており、シガレットがベルト１２の作用面に直接搬送されたときに有利となる。し
かし、図３′に示すように、システムの異なる構成を得るために、湾曲部材等の中間部材
８′も使用することができる。図３′に示すように、湾曲中間部材８′は、シガレット移
動方向を変更する、追加の傾斜したシュートで構成することができる。
【００３９】
　湾曲素子８′の出口８Ｃ′は、コンベア１１の作用面１２の上に配置することができる
。出口８Ｃ′にて、シガレット６が、線８Ｄ′に沿って進み、さらにコンベア１１へと進
むように方向付けるために、出口８Ｃ′を直線状にすることができる。
【００４０】
　施工条件等の何らかの理由により、システムの異なる構成が必要な場合には、直線状の
中間シュートも使用することができる。シュート８を、より複雑な形状、例えば僅かにね
じれた形状として、出口を、上方から見て、入口に対して回転させることもできる。
【００４１】
　整列コンベア１１は、水平方向に対して、１５°から６０°の範囲、より好適には３０
°から５０°の範囲、最も好適には４０°の角度βをなして配置することができる。コン
ベアのベルトは、０．ｌｍ／ｓからｌｍ／ｓの範囲、好適には０．３ｍ／ｓから０．８ｍ
／ｓの範囲、最も好適には０．７ｍ／ｓの速度で移動し、角度βが大きいほど、高速度で
あることが望ましい。
【００４２】
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　図６は、廃棄シガレットからたばこを回収するためのシステムを示す。このシステムの
一部については、既に、本発明に係る、ロッド状要素を配置するためのシステムを示す図
１～５に言及しつつ説明されている。
【００４３】
　図６に示すように、本発明に係るたばこを回収するシステムにおいて、整列コンベア１
１の上部領域１３からのシガレットは、移送されてきたシガレット６を平行配向に整列さ
せるためにアセンブリ１４内に投入される。整列アセンブリ１４は、図の紙面に対して垂
直方向に、相互に往復移動可能なロッド１５を備える。中間ホッパー１７は、整列アセン
ブリ１４の下に配置されている。ホッパー１７は、壁１８及び１９によって横から制限さ
れており、その底部側は移送筒２１の外周面２０により制限されている。
【００４４】
　移送筒２１は、その外周面２０に、シガレット６を移送するための、複数の溝２２を有
する。シガレット６は、溝の底部に形成された開口部を介して加えられる負圧によって溝
２２の中に維持することができる。さらに、シガレット６は、筒２１により移送される間
、既知の湾曲ガイド（図示せず）によって溝２２内に維持することができ、該湾曲ガイド
の内面は移送筒２１の外周面２０の湾曲部の曲率半径よりも若干大きな曲率半径を有する
。
【００４５】
　移送される間、連続する各シガレットは、運転制御手段の運転領域を通過する。この領
域は、走査ヘッド２４の運転の第一領域２３を含む。走査ヘッド２４の機能は、シガレッ
トのたばこ部分６Ａ又はフィルタ部分６Ｂがどの方向を向いているかを検出することによ
り、連続する各シガレットの位置を確認することである。走査ヘッド２４は、シガレット
６の端面に向けたセンサ２５、２６、又はシガレットの筒状の側面に向けた他のセンサ２
７、２８を備えてよい。
【００４６】
　移送筒２１付近で、かつ運転制御手段の運転領域の第２領域内には、溝２２に沿ってシ
ガレット６をシフトさせることで、シガレットのフィルタ部分の境界線を移送筒２１の周
りの共通の周線上に位置させるための、加圧エアノズル３０、３１が設けられている。セ
ンサ２４及び２５をもつ走査ヘッド２４、及び加圧エアノズル３０、３１を、移送筒２１
の外周面の展開図を示す図８に示す。
【００４７】
　移送筒２１の付近に、シガレットのたばこ部分をそのフィルタ部分から分離する手段が
設けられている。この実施形態において、分離手段は、たばこ部分６Ａをフィルタ部分６
Ｂから切り離すための２つのディスクナイフ３５により形成されている。図８において、
シガレット６が移送筒２１の溝２２に沿ってシフトされた状況の、シガレット６のフィル
タ部分の境界線が破線３３により示され、該破線３３は筒２１の外周にわたって延びる。
さらに、線３３はディスクナイフ３５の位置を示す。
【００４８】
　領域３２（図７参照）において、フィルタ部分６Ｂは、溝２２の底部にある開口部を通
って送られた加圧空気又は機械式スクレーパによって、移送筒２１から容器３６内へと落
とされる。移送筒２１に残ったたばこ部分６Ａは落下領域３７へと移送され、加圧空気に
よって溝２２から落とされる。落下チャネル３８が移送筒２１の下の落下領域３７に配置
されている。２つの加圧エアノズル３９及び４０が、落下チャネル３８付近に配置されて
おり、それらの機能は落下チャネル３８からたばこ部分６Ａを飛ばし、出口チャネル４１
内へと導入することである。
【００４９】
　ノズル３９はチャネル３８と同軸上に配置されている一方、ノズル４０はチャネル３８
に対して斜めに配置されており、ノズル３９から離れて位置するたばこ部分６Ａを飛ばす
のに役立つ。切断アセンブリが出口チャネル４１の上に設けられている。本実施形態にお
いて、移送されたたばこ部分６Ａの紙ラッパーを切断するためのディスクナイフ４２によ
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り形成されている。
【００５０】
　ロッド状要素を配置するためのシステム、及び一部がロッド状要素を配置するためのシ
ステムで構成されている、廃棄シガレットからたばこを回収するためのシステムの運転に
ついて以下に記載する。適切に配置されていないシガレット６は、容器５内に投入される
。シガレットは容器５から、供給コンベア１の下部領域にある、供給コンベア１の連続す
る回収用スラット２に引き取られ、コンベア１を上に向かって移送される。上部領域７に
おいて、シガレットは入口８Ａを通ってシュート８内へと、底部８Ｂまで落下する。底部
８Ｂが傾斜しているため、シガレット６は底部８Ｂにぶつかるとひっくり返り、傾斜に沿
って下へと滑り、出口８Ｃを通ってシュートの外へと出ていき、シガレットの先端部が、
整列コンベア１１の下部領域１０において整列コンベア１１の溝付きの作用面１２と接触
する。ロッド状要素を配置するためのシステム、そして、本発明に係る、廃棄シガレット
からたばこを回収するためのシステムの最も具体的な特徴は、シュート８の出口と整列コ
ンベア１１の開始部分との特別な並置、水平方向に対するこれらの素子の適切な傾斜角度
の選択、及び整列コンベアベルトの移動速度、の組み合わせにある。シュート８及び整列
コンベア１１の傾斜角度の、設計された具体的な組み合わせにより、シガレットは、シュ
ート８から整列コンベア１１への移動に際して、６０°から１５０°の範囲の角度γで回
転することで、移動方向を変更する。
【００５１】
　シガレットは、角度γが７５°から１１０°の範囲にあるときに、整列コンベア１１の
溝９の中に、有効に配置されるが、シュート８と整列コンベア１１との最も効果的な配置
は、シガレットが８５°から９５°の範囲の角度γ、すなわちほぼ直角にてひっくり返る
配置である。上述の、システムの素子の具体的な配置及びそれらの運転パラメータにより
、シガレット端部は作用面１２と接触すると、上に引っ張り上げられ、結果として、シガ
レットは溝９からそれずに、シュート８の出口又はシュートの拡張部分を構成する中間部
材から、直接溝に沿って上へと進んでいく。ロッド状要素を配置するためのシステムを運
転させると、適切に配置されていないロッド状要素のかたまりから適切に配置された別々
の要素であって、整列コンベア１１の溝２２の中で互いに対して、及び移送方向に対して
平行に移送された要素の連続へと変換される。
【００５２】
　整列コンベア１１の上部領域１３にて、シガレットは放り出され、結果的に中間ホッパ
ー１７にて回収されたシガレットの最上層に落下するが、有利には中間ホッパー１７の上
に配置された整列アセンブリ１４の上に落下する。ロッド１５をもつ整列アセンブリ１４
は、最上部にあるシガレット６の斜めの配向を完全に防止するために、水平方向に往復移
動する。中間ホッパー１７を出ると、シガレットは移送ドラム２１の溝２２へと導入され
、その外周面上で移送される。
【００５３】
　シガレット６は、走査ヘッド２４の運転領域２３を通って移送される。各シガレット６
の配向に関する情報は、適切な加圧エアノズル３０又は３１（図８参照）により形成され
た手段のスイッチを入れるための運転制御手段にて使用される。
【００５４】
　ノズル３０及び３１は、シガレット６をシフトさせて、移送筒の外周面２０の中央部に
おいて、フィルタ部分の境界線を破線３３に沿うようにして、シガレット６のフィルタ部
分６Ｂを特定する。図８において、ノズル３０はシガレット６′を右にシフトさせ、ノズ
ル３１はシガレット６″を左にシフトさせる。
【００５５】
　このように配置されたシガレット６は、図８に示す線３３に沿ってシガレットを切断す
るディスクナイフ３５の運転領域を通って移送され、該ナイフ３５はたばこ部分６Ａをフ
ィルタ部分６Ｂから分離させる。切断されたシガレットは、移送筒２１によって移送され
、フィルタ部分６Ｂは、既知の方法、例えば加圧空気によって又は機械的に、筒２１から
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容器３６内に落とされる。たばこ部分６Ａは、ドラム２１上に残り、落下領域３７へと移
送される。この領域において、たばこ部分６Ａは、落下領域３８を通って、ノズル３９及
び／又は４０によって放り出される。各たばこ部分６Ａは出口チャネル４１に導入され、
該出口チャネル４１に沿って先へと進み、その間に各たばこ部分６Ａの紙ラッパーが切断
アセンブリ、特にディスクナイフ４２によって縦方向に切断される。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【要約の続き】
できる速度で運搬する方法及びシステム。本発明に係る、ロッド状要素を配置するためのシステムを備えた廃棄シガ
レットからたばこを回収するためのシステム。
【選択図】図６
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